
中堅看護師の行動変容を促す研修パッケージの開発計画 
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＜あらまし＞看護師の能力やキャリア開発の指標・評価システムの 1 つであるキャリアラダーを活用

し、中堅期にある看護師(以下、中堅看護師)の行動変容を促すための研修パッケージを開発することを

研究全体の目的としている。パッケージの開発は「従来の研修改善と実践および成果の確認」、「成果に

影響した研修要素の抽出と研修全体の改善」、「研修の要素を梱包し提案する」の 3 段階で計画してお

り、本稿では第 1 段階として、A 病院における従来の研修を改善、実施した研修プロセスとその成果

を報告する。本研究の意義として、中堅看護師が自部署で期待されている活動の指標をもち行動変容

に至ることで、中堅看護師の能力の発達と組織の活性化に寄与できるものと考える。 

 

＜キーワード＞  行動変容 研修設計 自己評価 中堅看護師 キャリアラダー ID第一原理 

 

 

1.研究背景と目的 
平成 28年度に発表された『中小規模病院の看

護の質の向上に係る研修等に関する調査』(公益

社団法人日本看護協会)には、病院における人材

育成上の課題が 19 項目列記されている。その

中に「教育を担う人材の確保」(34%)、「中堅看

護師への教育内容や体制の整備」(8%)が含まれ、

看護師教育における人的資源と環境の課題を

示している。 

中堅看護師は各部署で教育や管理補佐役割を

担う段階にある。中規模病院の A病院ではキャ

リアラダー(以下、ラダー)を一般的な段階であ

るⅠ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳで作成し、自律した看護師を

育成する事業として院内教育に注力している。

A病院の中堅看護師はこのうちⅢにあたる「部

署運営に際し師長・主任の補佐役、メンバーの

意見の吸い上げを行う」役割を期待されている。   

しかし院内の教育担当者は「中堅が活躍する

ことを目標にした院内研修をしても成果が見

えない」「研修をどのように進めたらよいのか

悩んでいる」という課題を持っていた。そこで、

研修目標到達の数値化(ラダーの得点を研修前

後で比較する)と研修内容、方法の改善を提案し

た。看護部の承認を経て 2018 年 7 月から院内

研修のひとつである中堅看護師(以下、受講者)

を対象とした研修を設計、実践した。約 6カ月

の研修期間で、集合研修は 2回である。研修期

間終了後に受講者のラダー自己評価と研修評

価をデータとして収集した。その結果、受講者

8 名は、個々のアクションプランをもって自部

署での活動を促進した成果として、研修前評価

と比較しラダー得点を上昇させた。 

ラダーの自己評価と、中堅研修目標の中核で

ある自部署の問題解決アクションプランをも

つことで受講者は活動の指標をもち行動変容

を起こした。受講者の行動変容に影響した新設

計の研修要素を分析し、研修の要点となる因子

を抽出・可視化することで前述した課題である

「中堅看護師への教育内容や体制の整備」の一

助となる、再現性のある研修パッケージを開発

できると考えた。 

 

2.研究方法 
第 1段階：A病院で従来実施していた中堅看護

師対象の研修(以下、A病院での名称である中堅

研修とする)を、新設計では ID第一原理と経験

学習モデル(Kolb,1984)で改善し実践した。受講

者の成果と研修評価を集計し、新設計に導入し
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た要素が受講者の成果に影響しているのか、受

講者の学びやすさを確認する。 

第 2段階：第 1段階の結果から、受講者の成果

に影響した新設計の研修要素の抽出と研修全

体の改善を行い、中堅看護師の行動変容を促す

研修を総合的に可視化する。 

第 3段階：改善した研修設計を内容領域の専門

家と ID 専門家のエキスパートレビューを経て、

中堅看護師の行動変容を促すことを目的とし

た再現可能な研修パッケージを開発する。 

本稿では第 1段階を報告する。 
 

3. A病院看護部「中堅研修」概要 
 新設計の研修を実施した A病院は、地域の中

核を担う中規模病院である。受講者は、自部署

の教育・問題解決・管理補佐の役割を期待され、

上長から受講を指示された 8名である。全員が

他の病院での勤務経験があることは受講者属

性のひとつといえる。A病院の中堅研修目標は、

当院で使用しているラダーⅢへの行動変容を

目指し「看護観の省察」「中堅期としてのコミュ

ニケーション充実」を図り、「自部署の問題解決」

に自律して取り組むことである。本研修のゴー

ルをラダーⅢの項目に準じ、自部署の問題解決

のためのアクションプランをもち実践するこ

と、実践した成果を自己評価し、集合研修およ

び最終報告をすることとした。 

 

3.1新設計の研修デザイン 

新設計は ID第一原理、経験学習モデルを用い

た。受講者は各々がアクションプランをもち自

部署の教育・研究・問題解決を遂行し成果の報

告をすることが目標である。そのため受講者

個々の問題提議に対し、各自の経験を使う。そ

の成果を経過を追って確認するためのラダー

自己評価、集合研修で省察を含む受講者間での

アクションプラン相互支援と OJT での上長介

入を軸とする設計とした(図 1)。 

 

 

3-2.新設計の研修評価と受講者の成果 

新設計に導入した研修要素の評価と、受講者

の成果としてラダー自己評価およびアクショ

ンプラン実践報告を得た。受講者のラダーⅢの

得点はアクションプランの遂行に伴い多くの

項目で上昇し、全員が「できていなかったこと

ができるようになった」と総合的な自己評価を

した。また、受講者の成果に影響を及ぼしたも

のを問う研修要素の評価は、全ての要素に対し

「とてもよい」「どちらかというとよい」の回答

に傾いており、新設計の研修を肯定的に受容し

ていることがうかがえる。これは学びやすさの

表れと捉えることができる(図 2)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 2. 受講者による研修評価（新設計の要素） 

 

4.今後の予定 
 今後は受講者の成果に影響した新設計の研

修要素と、受講者の属性、アクションプランの

内容との関連を分析する。次いで研修全体の再

設計をし、中堅看護師の行動変容を促す研修に

寄与する内容と方略、使用する道具を研修パッ

ケージとして可視化する。再設計した研修全貌

に対し、内容領域の専門家と ID 専門家のエキ

スパートレビューを経て、中堅看護師の行動変

容を促すことを目的とした再現可能な研修パ

ッケージを開発・運用の準備を整える予定であ

る。 
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中堅研修フロー A病院看護部 中堅研修（新設計）作成・小池
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図 1. 新設計中堅研修フロー 
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①研修事前にキャリアプランを記述する

②研修事前にキャリアラダーⅢを自他評価する

③集合研修の時間が1回3時間

④集合研修時期が9月、12月の実施

⑤研修前・中・後にキャリアラダーⅢ自己評価

⑥他受講者との対話中心の集合研修

⑦集合研修でアクションプランを立案する

⑧集合研修に看護部長の参加がある

⑨自部署に関連する問題解決をする

⑩自部署で上長の支援を得る

⑪研修担当者が院外の者

⑫研修の進め方（学習内容、進行、評価）

⑬アクションプラン報告レポート

⑭できること、できたことを発言する機会がある

⑮研修担当者による最終インタビュー

受講者数(8)グラフ内の数字は回答数を示す

受講者による研修評価（新設計の要素）

５．とてもよい ４．どちらかというとよい ３．どちらともいえない

２．どちらかというとよくない １・まったくよいと思わない
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